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上野通明さん応援レポート

「シャネル・ピグマリオン・デイズ2016」
2016年８月27日（土）
シャネルネクサスホール

シャネル・ピグマリオン・デイズ後半シリーズ
「シャネル・ピグマリオン・デイズ」。

東京・銀座のシャネルビル内のホール、シャネ
ル・ネクサス・ホールにて開催されているこのシ
リーズ、若手のアーティストに演奏機会を提供す
るプログラムである。

演奏会の名称は、シャネル社創始者であるガブ
リエル・シャネルが「ピグマリオン＝才能を信じ、
支援して開花させる人」だったといわれているこ
とからのネーミング。無名時代の芸術家達の支
援を続けた「ピグマリオン」ガブリエル・シャネル
のスピリットを踏襲して続けられている「シャネ
ル・ピグマリオン・デイズ」。

ちなみに、シャネルが支援した無名時代の芸術
家には、パブロ・ピカソ、イーゴリ・ストラヴィンス
キー、レイモン・ラディゲ、ルキノ・ヴィスコンティ、
ジャン・コクトーら、そうそうたる名前が並ぶ。

各年５名ほどの若手演奏家を支援するこのシ
リーズ、2016年はその中に、チェロの上野通明さ

ん、ヴァイオリンの城戸かれんさんの財団奨学
生２名が選出されている。１月からの１年間に
各々、シャネル・ネクサス・ホールにて年６回の
演奏という素晴らしい機会をいただいている。

７月からは後半戦がスタート。上野さんは本日の
回が４回目の登場となる。

６回の演奏会のプログラムは、各々のアーティス
トの自由に任されている。テーマ構成や選曲にも
興味がわく演奏会だ。

会場のシャネル・ネクサス・ホール。

ブランドロゴと同様に、黒と白で統一されたホール
はとてもシックな空間。プログラムも黒を基調に制
作されており会場内一帯が洗練された雰囲気。

台風が気になる天候もなんのその、客席は超満
員。回を重ねていらしてくださるお客様も。

上野さんはこのシリーズ、「バッハの無伴奏チェロ
組曲」１番～６番全楽曲を、各回一つずつ聴かせ
てくれるという粋なプログラムを組んでいる。
４回目の本日のプログラムは、バッハ第４番と、フ
ランクの「ヴァイオリンとピアノのためのソナタ」の
「チェロとピアノ」バージョン。ピアノは島田彩乃さ
んである。
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バッハ無伴奏チェロ組曲と今弾きたいソナタと

上野さん拍手に迎えられて登場。
１曲目は無伴奏曲、バッハが始まる。

「・・・４番はプレリュード（前奏曲）がかたち
にしづらい曲だなぁと。８分音符の分散和
音（和音の各音を、同時ではなく分散して
順次に演奏する和音）が続いて・・・」「・・・う
まく弾けたら教会のオルガンのようなイメー
ジなのではないかと思っているのですが」

と上野さん。渋い低音も深く響き、柔らかく
巧みに弾ききった。

続いて、ピアノの島田彩乃さんも登場され、
恒例のトークが挟まれる。

「・・・毎回バッハの無伴奏チェロ組曲から
ひとつ、それと今弾きたいと思うソナタを選
んでいます」とプログラムの説明。

「・・・次に弾くフランクのソナタは、ヴァイオ
リンとピアノを前提に作曲されているので
すが、これをチェロで弾きます。それなりに
弾きにくい部分もあったりするのですが、
チェロで弾くことにより、さらにしっくり、しっ
とりするところもあります。そんなところを楽
しんでいただけたらと思います」

「今までにも何度もご一緒している」という
島田彩乃さん、バイオレット基調のドレスが
お似合いだ。

２曲目、フランクのソナタが始まる。友人で
ある音楽家イザイの結婚式に捧げたとい
われる曲である。チェロの演奏で聴くとまた
違ったイメージ。さらに落ち着いた深みが
表現され、ピアノとの調和の美しさもあい
まって、一段とおとなっぽい曲に感じられた。

大きな拍手に促されてのアンコールは
フォーレの歌曲「夢のあとに」。

「・・・歌曲なのですが詩が素晴らしくて。夢
が覚めてしまって、それを嘆いていると
いった内容なんですが、曲と詩がとても
合っていて。詩を知ってから大好きになっ
た曲です」と上野さん。

宗次コレクションから ５月から貸与してい
ただいている新しいチェロも良く鳴って、馴
染んできているなぁ・・・と聴いていたら、
なんと。

１曲目のあと、やや腱鞘炎のような状態に
なり、楽屋で懸命に冷やしての演奏だった
とのこと。舞台での飄々とした姿の裏で大
変な事態が起こっていたと聞き、驚くやら、
それを微塵も感じさせない演奏ぶりに感
心させられるやら。
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もっともっとイメージに近づけていきたい

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後、上野さんに話を聞いた；

－本日の演奏、思い通りに？

「・・・バッハは、まだまだ研究の余地があっ
て。もっともっとオルガンっぽく弾けるように
したいです」

「・・・フランクは曲の良さを出すように心が
けて。お客様に喜んでいただけるように弾
きたいなと思いながら弾きました」

「・・・結婚式に捧げた曲なのですが、始まり
の曲調が結婚式とはまた異なるイメージで。
なぜなのかなぁと、そんなところにも思いを
寄せながら弾きました」

－ ヴァイオリンの曲をチェロで弾く；

「・・・ヴィルトオーゾ・ピースのバイオリン曲
です。チェロのほうが楽器が大きい分、左
手を動かす幅も大きく、そういうところがや
や大変です。でも、チェロの演奏で聴いて
いただくと、また曲の違った面を感じていた
だけるのではないかなと」。

－新しい楽器は；

「・・・以前の楽器とは性格的にはほぼ反
対の感触です。パワーがあって、特にコン
ツェルトに向いているように思います。新し
い一台に愛を注いでいきます！」

「・・・楽器が新しくなり、以前のものよりも
幅が広く、駒が若干高いこともあって、今
日のバッハは最後のほう左手がパワー切
れ。自分としてはちょっと残念でした」。

秋以降も春先にかけて演奏会の予定が
びっしり。留学先のデュッセルドルフと日本
を往復する日々が続く。

「ありがたいことです。ひとつひとつ丁寧に
弾くように頑張っていきます！」と、元気に
抱負を語ってくれた。

上野さん、素敵な演奏でした。
また、聴かせてください！

終演後のお二人です

＜演奏会概要＞
◆出演
上野通明［チェロ］
島田 彩乃［ピアノ］
◆プログラム
バッハ：無伴奏チェロ組曲第4番
変ホ長調 BWV 1010

フランク：ヴァイオリンとピアノのための
ソナタ イ長調（チェロとピアノ編）

◆アンコール
フォーレ：歌曲「夢のあとに」
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【コンサート・プログラム（表紙・１～２ページ）】
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【コンサート・プログラム（楽曲解説）】
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【コンサート・プログラム（プロフィール）】


